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《  図書館カレンダー  》   ＝ 休館日です 

★ 開館時間 ： 午前 9時 30分～午後 6時 ★ 
 

🚢 2026年 ７月 🚢       🐚    ８月    🐚 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土  

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 
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７月７月 
卵の親はだあれ…？ 

 先日、図書館のカウンターでのできごとです。放課後、数人の小学生が友だち同士で図書館に入ってき

ました。その中の男の子がカウンターにやってきて、小さな野鳥の卵の殻を置きました。落ちていたそうで

す。「これ、何の鳥の卵だろう？」小さくて茶色いもようの卵。うずらの卵みたいです。何か野鳥の卵でし

ょう。さっそく「いろいろたまご図鑑」(480 ｲ)を持って来て一緒に調べたところ、大きさやもようから《スズ

メの卵》ということが分かりました。ちょっと楽しいレファレンスです。落ちていたので、もしかしたら、カラ

スやなにかほかの鳥に食べられてしまったのかもしれないね、と話しました。 

 その後、ネットで調べていたら、まさに同じレファレンスが熊本市動植物園のブログに掲載されていて、

やはりカラスが食べてしまった可能性もあったとのこと。インターネットと図鑑で問題解決！ 

 それにしても、実物の卵を見て調べたので、このレファレンスは印象に残りました。 

「実物の持つ力って、すごいなぁ！！」と感動した出来事です。私でもこんなに印象に残るのだから、

小さな子どもが実物に受ける影響は一体どれくらいなんだろう？と考えます。実物の動物、虫、草、木…

見る、さわる、匂いをかぐ…これって本当に大切なことなんですね。そして、たくさんたくさん経験して、実

物から図鑑やネットで調べてみてほしいと思います。もちろん、図書館もお手伝いしますよ！！ 

by ビクトリア 

 
７/１４（火） ～ ８/３１（月）は休まず、開館します！ 

ぜひご利用ください！！ 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館員のひとり言 

 

ふつうにひとりごと 

 

 感謝をすると、一日がとてもよいものになるという発見をした。 

 小さな出来事にも、必ずどこかに感謝の種があるものだ。 

 あと、ネガティブなことをポジティブなことに変換する魔法を手に入れた。 

 手に入れた、というより、長い時間をかけて習得した。 

 捉え方次第で、物事の意味は 180 度変わる。これもすごい発見だった。 

 そして、腑に落ちたことを誰かに伝えると、けっこうまっすぐ伝わるような気がする。そん

な多くはないけど、本心からの言葉って強いな。人に伝えるときって、自分自身にも伝えてる

ような気がするけど、これはまだ検証中。今後の動向に期待。 

 

by ミカゲ 

 

★ ＹＡＢＯＯＫご紹介 ★ 

 
『見た目で好きになるってダメですか？』 

一般書 913.6コウ  神戸 遙真 / 作  講談社 
 

 この物語は予備校、東翔アカデミーに通う高校 2年生 5人の切なくて、ちょっぴり笑える青春ラブ

ストーリーです。5人は予備校のグループミーティングのメンバーになったことで知り合いました。

それぞれ別の高校に通っているほか、同じ高校でもクラスが別でこれまで接点がなかった関係です。

そんな高校生たちが、グループ班が一緒になって初めてのミーティングで、各々が自己紹介をする場

面から物語は始まります。 

 作草部高校の三條克樹は、双子の弟がいて目鼻立ちはそっくりですが弟はさらりとしたストーレー

トヘアなのに克樹はくるくるの天然パーマでした。そんな克樹は中学卒業後の春休みに縮毛矯正を

し、同じ中学からの友人には口止めをして無事高校デビューを果たしました。そして高校でとっても

かわいい更科さんと出会いますが…。 

 このほか各章で、学校生活の中での 5人それぞれの恋の始まりが描かれています。みんな人には言

えない悩みを持っていて、また、それぞれ人を好きになるポイントも様々です。 

みなさんの“好き”のツボはなんですか？もしかしたら共感できるところがあるかもしれません

(*^-^*) 

by Jupiter 

 

1階企画展示 2階企画展示 カフェ前展示

時間 夏おすすめ図書 いやしの夏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トム・ソーヤ通信 №430 新着図書の中から、 

職員がお薦めの本を紹介します。 

◇『１２歳までに知っておきたいピンチを救うぼくらの憲法』 

児童書 ３２３ジ  木村 草太 / 監修  Gakken 

 

 いじめや理不尽な校則などの身近なトラブルを題材に、「憲法が自分をどう救ってくれるか」を中高生向けにやさしく解説し

た一冊です。 

 国を縛るルールという堅苦しいものではなく、自分らしく生きるため、自分を守る武器としての憲法を分かりやすい言葉と豊

富なイラストで書かれており、とても読みやすいので、大人の学び直しにも最適な、楽しく学べるおすすめの入門書です。 

by みぃこ 

 

◇『プレッツエモリーナ』 

児童書 E ﾌﾟﾚ  剣持 弘子 / 再話  小西 英子 / 絵  福音館書店 

 

 わかいふうふに、もうすぐ子どもが生まれます。そのおかみさんは、窓から見えるはたけのパセリが食べたくて食べたくて、

食べてしまったのです。魔女のはたけとは知らずに... 

生まれた女の子プレッツエモリーナはとても元気に育っていたのですが、 

魔女たちにつかまってしまい、むずかしい仕事ばかりをすることになってこまっていました。ところが助けたねこのおかげで、不

思議とうまくできそうです。 

かわいらしい、あたたかい絵で描かれたイタリアの昔話です。 

by ｸﾐﾝ 

 

◇『ガウディ わすれられない夏』 

児童書 Eガウ  カルラ・タボラ / 作  ロサナ・ファリア / 作  宇野 和美 / 訳 

鳥居 德敏 / 日本語版監修小学館 

 

 スペインのバルセロナに建つ、アントニ・ガウディが設計した教会「サグラダ・ファミリア」。１８８２年に着工、未完成のまま、１４４

年が経った現在も建設がつづいています。少年時代は、体が弱かったものの、自然を観察するのがすきなアントニでした。この

絵本は、リウドムス村で過ごした夏休み最後の日のおはなしです。 

by リンゴ 

 

 

◇『「オードリー・タン」の誕生』 

児童書 ２８９オ  石崎 洋司 / 著  講談社 

  

 ２０２０年、緊急事態宣言された新型コロナウイルス感染症。日本でも流行しマスク不足が大きな問題になりました。そんな

中、台湾では政府がハッカーと協力して３日で「マスクマップ」を作り、市民に公平に行渡る仕組みを実現しました。その中心と

なったのが、当時３８歳のオードリー・タンです。 

 ８歳からプログラミングをはじめ、１５歳で起業に参画。IQ１８０の天才ハッカーであり「ITの神様」とも呼ばれるオードリーの

これまでをぜひ読んでみてください。 

※ハッカーとは ITの専門知識や技術を使って、さまざまな問題を解決する専門家（本文より） 

by ブルーベリー 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★さわってみよう！親子で土器・土器体験★ 

日時：８月 8日(土) 午前 10時～1１時３０分 

場所：図書館 2階 会議室 

対象：小学３～6年生とその保護者 

定員：１６名(先着) 

申込：カウンターまたは電話での事前申込 

 

★ミシンで葉っぱをぬってみよう！！ワークショップ★ 

日 時：８月１日(土) 午前１０時～午後４時 

場 所：図書館２階 会議室  

対 象：小学生とその保護者 

申 込：時間指定の予約となりますのでカウンターで 

直接お申し込みください 

 

★おさかな講座 親子で聞ける★ 

～おさかなのはなし～ 

日時：７月２６日(日) 午前１０時３０分～１２時 

場所：図書館２階 会議室 

対象：小学生とその保護者  

(小学生のみの参加可) 

定員：２０名 (先着) 

申込：カウンターまたは電話での事前申込 

 

課題図書の貸出は１人１冊、 

貸出期間は１週間です。 

★子ども映画会★ 

日時：７月１８日(土) 

午前１０時～１０時４０分  

(９時３０分開場) 

場所：図書館２階 会議室 

作品：銭天堂，おしりたんてい 

※途中退出可 

 

 

 

すべて参加自由・無料です 

１階絵本コーナーにきてね！ 
今月のおはなし会 

小学校低学年（１・２年生） 

『たねはいのちのおわりとはじまり』 

鈴木 純/著 

『ララのまほうのことば』 

グレーシー・ジャン/さく 

『なにかいいことあった？』 

ミーシャ・アーチャー/作 

『まこちゃんとコトバロボ』 

村上 しいこ/作 

 

🍈図書館おはなし会🍈 

７月１日・１５日・２２日（水） 

午前１０時～１０時３０分 

🌺エプロンひろこさんのエプロンシアター🌺 

７月３日（金） 午前１０時３０分～１１時 

🐬メリアンさんの英語のおはなし会🐬 

７月８日（水） 午前１０時～１０時３０分 

 

🐟しゃぼん玉〇英語のおはなし会🐟 

７月１１日（土） 午前１０時３０分～１１時 
 

🐳クーミンのおはなし会🐳 

７月１９日（日） 午前１１時～１１時３０分 
 

🍍ぽっぽのおはなし会🍍 

７月２９日（水） 午前１０時～１１時 

 

小学校中学年（３・４年生） 

『宇宙でウンチ』 

A.ボンドー=ストーン/作 

『それからぼくはひとりで歩く』 

アリシア・モリーナ/作 

『まだまだここから』宇佐美 牧子/作 

『おいしいお米をつくりたい！』 

谷本 雄治/著 

 

小学校高学年（５・６年生） 

『キミの一歩アフリカ』味田村 太郎/文 

『ポジション！』高田 由紀子/作 

『リヒト！』イノウエ ミホコ/作 

『ミシュカ』 

エドワルト・ファン・デ・フェンデル/作 

 

 

中学校 

『リュウグウの砂に挑む』 

伊藤 元雄/著 

『君の火がゆらめいている』 

落合 由佳/作 

『チーム・テスならだいじょうぶ』 

カービー・ラーソン/作 

 

 

高等学校 

『平和のうぶごえ』早志 百合子/著 

『スウィッシュ！』藤ノ木 優/著 

『ノアハム・ガーデンズの家』 

ペネロピ・ライヴリー/著 

 

★図書館バードウォッチングの会★ 

日時：７月１２日(日) 午前１０時～１１時３０分 

場所：図書館前ウォーキングロード 

※雨天時はひだまり交流テラスで実施します 

申込：事前申込不要。直接会場へお越しください 

（時間内途中参加可です） 

 

7/11～9/29までクールシェアスタンプラリーを開催します！！ 
今年は新図書館が開館してから 10年となりました。 

10周年オリジナルバック(夏のみ・数量限定)も記念品に登場します！ 
ぜひご参加ください(^^)/ 

 
 

 
第７２回 青少年読書感想文全国コンクール 課題図書 

7・8 月の 

イベント 

 

 

自由研究のテーマに

いかがでしょうか？ 

 


